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（1）対象地域 

チェルノブイリ事故によって堆積した 137Cs とベステルノルランド郡でのサンプリング地域が示され

ている。137Cs は 1986 年の 5-10 月に飛行機から計測された。 

 

（2）重要な図表 

Table 4 には 1986-1991 年の間の 14 地点の芝生、切り株、穀類への 137Cs の移行係数（TFg）が示さ

れている。これらの調査地は異なる時期に耕起が行われた。1986 年に 11 ヶ所で 1 度目の刈り取りを行

った際の TFg は 4.2-43.1 の範囲であった。1991 年に 13 ヶ所で 2 度目の刈り取りを行った際の TFg は

0.11-1.65 の範囲であった。1986-1991 年の間に TFgは平均して 22.3-0.63 へと減少した。 

草地での耕起は、14 ヶ所すべての地点で 137Cs の TFgを減少させた。11、12、19 の地点では耕起と芝

生の再播種が行われ、次の刈り取り時には TFgはそれぞれ 42.4 から 0.86、41.5 から 1.96、1.31 から 0.50

まで減少した。10、13-18、20、21、23 の地点では耕起と穀類の播種が行われ、TFg は平均して 1/6 に

まで減少した。 
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Table 6 には LSE（茎の伸長）期の組織と成熟期の穀実への 137Cs の TFgが示されている。これらの地

点では播種前に通常の播床の準備もしくは耕起が行われた。 

 穀実の TFgは 0.13-5.1 の範囲であった。TFgと土性との間には明確な関係性は見られなかった。LSE

期の 137Cs の TFgは穀実への TFgより高く、それぞれ平均で 36.1、6.2 mg/kg dry wt.であった。 
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2．提言につながる情報 

 

（1）モニタリングへの活用 

該当なし。 

 

（2）流出挙動・経路 

本論文の結果から、耕起と再播種が穀物や牧草への 137Cs の移行を減少させる効果的な方法であること

が示された。チェルノブイリ事故のように早春であれば、できるだけ早く耕起を行うことが推奨される。

また、耕起によって新しく生産する穀物の汚染も効果的に避けることができる。 

 137Cs の移行は穀類の藁より穀実で低かった。LSE 期の藁を牛に与えることは牛乳の 137Cs 濃度を増加

させうる。穀類は成熟期に収穫し、穀実のみを飼料とすることが推奨される。 

 

（3）除染の際の留意点 

該当なし。 

 

（4）担当者のコメント 

農作物の 137Cs による汚染を軽減するための参考となりうる。通常の農作業を通して行える点で有用で

ある。 

 


